
(57)【要約】

【課題】予めシリンジに充填した医薬品を投与する際に

問題となっていた、薬液充填シリンジの重さによる脱落

の危険性や、針による手指の針刺し事故などの課題を解

決し、安全性や衛生性に優れ、さらに迅速にかつ自在に

使用できる操作性にも優れた医療用三方活栓を提供する

。

【解決手段】二系統の液体注入用メスルアー部と一系統

の液体注出用オスルアー部とを有する三方活栓において

、一方のメスルアー部の外筒部にホルダを有する医療用

三方活栓および、一方のメスルアー部の外筒部にホルダ

を有し、かつ当該メスルアー部に内側から後方に伸びる

貫通針とを有する医療用三方活栓を提供する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
二 系 統 の 液 体 注 入 用 メ ス ル ア ー 部 と 一 系 統 の 液 体 注 出 用 オ ス ル ア ー 部 と を 有 す る 三 方 活 栓
に お い て 、 一 方 の メ ス ル ア ー 部 の 外 筒 部 に ホ ル ダ を 有 す る 医 療 用 三 方 活 栓
【 請 求 項 ２ 】
ホ ル ダ が 、 メ ス ル ア ー 部 の 中 心 線 の 軸 方 向 に 対 し て 回 転 可 能 に 装 着 さ れ た こ と を 特 徴 と す
る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 用 三 方 活 栓
【 請 求 項 ３ 】
ホ ル ダ が 、 画 像 診 断 医 薬 品 充 填 済 シ リ ン ジ を 保 持 す る た め の も の で あ る 、 請 求 項 １ お よ び
請 求 項 ２ に 記 載 の 医 療 用 三 方 活 栓
【 請 求 項 ４ 】
二 系 統 の 液 体 注 入 用 メ ス ル ア ー 部 と 一 系 統 の 液 体 注 出 用 オ ス ル ア ー 部 と を 有 す る 三 方 活 栓
に お い て 、 一 方 の メ ス ル ア ー 部 の 外 筒 部 に ホ ル ダ を 有 し 、 か つ 当 該 メ ス ル ア ー 部 に 内 側 か
ら 後 方 に 伸 び る 貫 通 針 と 、 を 有 す る 医 療 用 三 方 活 栓
【 請 求 項 ５ 】
ホ ル ダ が 、 メ ス ル ア ー 部 の 中 心 線 の 軸 方 向 に 対 し て 回 転 可 能 に 装 着 さ れ た こ と を 特 徴 と す
る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 医 療 用 三 方 活 栓
【 請 求 項 ６ 】
ホ ル ダ が 、 画 像 診 断 医 薬 品 充 填 済 シ リ ン ジ を 保 持 す る た め の も の で あ る 、 請 求 項 ４ お よ び
請 求 項 ５ に 記 載 の 医 療 用 三 方 活 栓
【 請 求 項 ７ 】
貫 通 針 が 、 注 射 液 が あ ら か じ め 封 入 さ れ た ゴ ム 栓 付 き カ ー ト リ ッ ジ 型 注 射 シ リ ン ジ の 先 端
ゴ ム 栓 を 貫 通 す る も の で あ る 、 請 求 項 ４ な い し 請 求 項 ６ に 記 載 の 医 療 用 三 方 活 栓
【 請 求 項 ８ 】
液 体 抽 出 用 オ ス ル ア ー 部 に 針 付 チ ュ ー ブ を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ な い し 請 求
項 ７ に 記 載 の 医 療 用 三 方 活 栓
【 請 求 項 ９ 】
液 体 抽 出 用 オ ス ル ア ー 部 に ル ア ー ロ ッ ク 機 構 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ な い し
請 求 項 ８ に 記 載 の 医 療 用 三 方 活 栓
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 三 方 活 栓 、 更 に 詳 細 に は 液 体 流 路 を 選 択 制 御 す る た め に 用 い ら れ る 医 療 用 三 方 活
栓 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
近 年 の 医 療 現 場 で は 、 注 射 筒 本 体 内 に 薬 液 を 充 填 し 、 該 筒 本 体 の 先 端 部 と 後 端 部 を ゴ ム 栓
に よ り 封 止 し て い る 薬 液 充 填 済 シ リ ン ジ が 多 用 さ れ る よ う に な っ て き た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
特 に 放 射 性 医 薬 品 の 分 野 に お い て は 、 放 射 性 薬 液 の 投 与 シ リ ン ジ へ の 移 し 換 え 操 作 を 無 用
と し た た め 、 作 業 時 間 短 縮 に よ る 放 射 線 被 曝 を 低 減 で き る こ と か ら 広 く 利 用 さ れ て い る 。
薬 液 充 填 済 シ リ ン ジ に は 、 先 端 部 ゴ ム 栓 を 穿 刺 す る 針 、 い わ ゆ る 貫 通 針 を 有 す る 医 療 用 具
を 装 着 し 、 後 端 部 ゴ ム 栓 に プ ラ ン ジ ャ ー ロ ッ ド を 装 着 す る 。 放 射 性 薬 液 投 与 は 、 該 シ リ ン
ジ を 放 射 線 被 曝 防 止 用 シ ー ル ド に 収 容 装 着 し た 状 態 で 使 用 さ れ る 。
貫 通 針 を 有 す る 医 療 用 具 は 一 般 に は 両 刃 型 注 射 針 や 、 ダ ブ ル ル ア ー 型 針 が 使 用 さ れ て お り
、 中 で も ダ ブ ル ル ア ー 針 は 注 射 針 や 三 方 活 栓 な ど の 一 般 医 療 用 具 と 接 続 さ れ る こ と に よ り
使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 、 薬 液 充 填 済 シ リ ン ジ と 接 続 し て 使 用 で き る 用 具 と し て 貫 通 針 付 き 三 方 活 栓 や 「 注 射
筒 シ ー ス 」 、 「 ル ア ー ホ ル ダ ー 付 き 注 射 筒 ガ イ ド 」 が 知 ら れ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
し か し 、 そ れ ら は 、 接 続 組 立 て 時 の 煩 雑 な 操 作 や 、 組 立 て 操 作 時 や 残 留 し た 薬 液 な ど に よ
る 術 者 の 放 射 線 被 曝 等 の 問 題 、 使 用 準 備 や 使 用 後 の 廃 棄 の 際 に 、 貫 通 針 に よ る 手 指 の 針 刺
し 事 故 が 起 き る 危 険 性 が あ り 安 全 性 の 問 題 、 作 業 工 数 ・ 時 間 が か か る こ と に よ る 薬 液 投 与
ま で の 無 菌 性 保 持 の 問 題 等 が 残 さ れ て お り 十 分 な も の で は な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 放 射 線 シ ー ル ド が 装 着 さ れ た 薬 液 充 填 シ リ ン ジ の 重 さ に よ っ て 、 三 方 活 栓 の 流 路 変
更 操 作 時 な ど 使 用 中 に 脱 落 す る こ と が あ り 、 そ れ に よ っ て 引 き 起 こ さ れ る 放 射 能 汚 染 や 安
全 性 、 無 菌 性 保 持 な ど の 危 険 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
さ ら に 、 実 際 の 投 与 場 面 に 於 い て 、 薬 液 充 填 済 シ リ ン ジ の 液 量 目 盛 表 示 を 術 者 の 見 易 い 方
向 に あ わ せ る 必 要 が あ る が 、 一 度 接 続 し て し ま う と 見 易 い 方 向 に 向 け て 容 易 に 操 作 す る こ
と が で き ず 、 投 与 し づ ら い な ど の 問 題 点 も あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ２ ７ ６ ４ ４ ３ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 許 第 ３ ４ ０ ６ ６ ６ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ １ ７ ９ １ ５ 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は 、 上 記 の 従 来 問 題 を 解 決 す る も の で あ り 、 術 者 が 薬 液 充 填 済 シ リ ン ジ を 三 方 活 栓
に 嵌 合 装 着 す る 際 に 於 い て 、 安 全 ・ 衛 生 的 ・ 迅 速 か つ 確 実 に 注 射 器 先 部 に 嵌 合 装 着 す る と
と も に 、 薬 液 充 填 済 シ リ ン ジ の 向 き に 限 定 し な い 投 与 操 作 が で き る よ う な 医 療 用 三 方 活 栓
を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め こ の 発 明 は 、 二 系 統 の 液 体 注 入 用 メ ス ル ア ー 部 と 一 系 統 の 液 体 注
出 用 オ ス ル ア ー 部 と を 有 す る 三 方 活 栓 に お い て 、 一 方 の メ ス ル ア ー 部 の 外 筒 部 に ホ ル ダ を
有 す る 医 療 用 三 方 活 栓 を 提 供 す る 。
ま た 、 こ の 発 明 の 医 療 用 三 方 活 栓 は 、 二 系 統 の 液 体 注 入 用 メ ス ル ア ー 部 と 一 系 統 の 液 体 注
出 用 オ ス ル ア ー 部 と を 有 す る 三 方 活 栓 に お い て 、 一 方 の メ ス ル ア ー 部 の 外 筒 部 に ホ ル ダ を
有 し 、 か つ 当 該 メ ス ル ア ー 部 に 内 側 か ら 後 方 に 伸 び る 貫 通 針 と を 有 す る 医 療 用 三 方 活 栓 で
あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ こ で ホ ル ダ は 画 像 診 断 等 に 用 い ら れ る 薬 液 充 填 済 シ リ ン ジ を 挿 入 固 定 す る た め の も の で
あ り 、 さ ら に は 放 射 性 医 薬 品 充 填 済 シ リ ン ジ を 収 納 し た 鉛 ガ ラ ス 付 き 放 射 線 遮 蔽 筒 を 挿 入
固 定 す る た め の も の で あ る 。 挿 入 固 定 機 能 を 有 す る も の で あ れ ば 形 状 は 特 に 限 定 し な い 。
具 体 的 に は 、 放 射 線 遮 蔽 筒 の 挿 入 方 向 と 垂 直 と な る ホ ル ダ の 断 面 形 状 が 略 円 形 、 略 三 角 形
、 略 四 角 形 等 と な る も の が 可 能 で あ り 、 放 射 性 医 薬 品 充 填 済 シ リ ン ジ を 収 納 し た 鉛 ガ ラ ス
付 き 放 射 線 遮 蔽 筒 を 挿 入 固 定 す る た め に 、 鉛 ガ ラ ス が 接 す る 部 分 に 切 欠 開 口 部 が 形 成 さ れ
て い て も 良 い 。 さ ら に 放 射 線 遮 蔽 筒 の 外 形 に 即 し た 形 状 の も の が よ り 密 着 す る た め 、 固 定
を 確 実 に す る う え で 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 ホ ル ダ は 三 方 活 栓 と の 接 続 部 に お い て メ ス ル ア ー 部 の 中 心 線 に 対 し て 自 在 に 回 転 す
る よ う に 接 続 す る こ と が 好 ま し く 、 そ の 接 続 方 式 の 如 何 は 問 わ な い 。 ま た 、 ホ ル ダ の 長 さ
は 貫 通 針 よ り も 同 等 か 長 い も の で あ れ ば 、 手 指 の 針 刺 し 事 故 を 防 ぐ こ と が で き る と 共 に 放
射 線 遮 蔽 筒 を 挿 入 す る 時 の ガ イ ド と し て 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
さ ら に は ホ ル ダ の 放 射 線 遮 蔽 筒 と 接 す る 任 意 の 面 に リ ブ を 設 け て 挿 入 固 定 を 強 固 に す る こ
と が で き る 。 医 薬 品 充 填 済 シ リ ン ジ の 固 定 を よ り 確 実 に す る た め に は 、 三 方 活 栓 の ホ ル ダ
部 と 薬 液 シ リ ン ジ と の 少 な く と も 一 方 に 、 両 者 を 係 止 す る 機 構 を 設 け て も 良 く 、 そ の 係 止
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手 段 は 嵌 合 、 螺 着 等 が 適 当 で あ る 。 ホ ル ダ の 材 質 は 金 属 お よ び プ ラ ス チ ッ ク 等 が 可 能 だ が
、 特 に 放 射 性 医 薬 品 を 使 用 す る 場 合 に は タ ン グ ス テ ン 入 り の プ ラ ス チ ッ ク や ゴ ム 等 で 製 造
す る と 放 射 線 を 遮 蔽 し 、 術 者 の 被 爆 を よ り 低 減 で き る こ と か ら 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ こ で 貫 通 針 は 薬 液 充 填 済 シ リ ン ジ の 先 端 部 ゴ ム 栓 を 貫 通 す る も の で あ れ ば 良 く 、 針 先 の
形 状 は 特 に 限 定 し な い 。 ま た 、 貫 通 針 の 材 質 は 一 般 に ス テ ン レ ス を 使 用 し て い る が 、 ポ リ
プ ロ ピ レ ン 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 等 の プ ラ ス チ ッ ク や ス テ ン レ ス と プ ラ ス チ ッ ク と を 組 み 合
わ せ て 形 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ の 発 明 の 医 療 用 三 方 活 栓 は 、 液 体 注 出 用 オ ス ル ア ー 部 に 、 翼 状 針 を 接 続 し た チ ュ ー ブ や
翼 状 針 や 留 置 針 を 接 続 す る た め の チ ュ ー ブ を 取 り 付 け て お く こ と で 、 投 与 の 前 準 備 に 於 け
る 組 立 て 作 業 の 簡 略 化 と 雑 菌 混 入 の 危 険 性 を 回 避 す る こ と が で き る 。 ま た 、 薬 液 の 漏 洩 を
防 止 す る た め に オ ス ル ア ー 部 に ル ア ー ロ ッ ク 等 の 脱 落 防 止 機 構 を 設 け る こ と が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 ホ ル ダ は 三 方 活 栓 の メ ス ル ア ー 部 に 接 続 し 、 当 該 メ ス ル ア ー 部 の 中 心 線
に 対 し て 回 転 自 在 な 構 造 と 成 っ て い る た め 、 薬 液 充 填 済 シ リ ン ジ を 本 発 明 の 三 方 活 栓 に 装
着 し た 後 も 、 ホ ル ダ と 共 に 薬 液 充 填 済 シ リ ン ジ を 回 転 さ せ る こ と が で き る 。 そ れ に よ り 、
シ リ ン ジ の 液 量 目 盛 り 表 示 を 見 易 い 方 向 に 向 け て 、 薬 液 を 投 与 す る 操 作 が 初 め て で き る よ
う に 成 っ た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
さ ら に 本 発 明 に よ れ ば 、 三 方 活 栓 の メ ス ル ア ー 部 に ホ ル ダ と 貫 通 針 が 装 着 さ れ 、 ま た ホ ル
ダ は 貫 通 針 の 軸 方 向 に 対 し て 回 転 自 在 な 構 造 と 成 っ て い る た め 、 シ リ ン ジ の 液 量 目 盛 り 表
示 を 見 易 い 方 向 に 向 け て 、 薬 液 を 投 与 す る 操 作 が 初 め て で き る よ う に 成 る と と も に 、 三 方
活 栓 と シ リ ン ジ と の 接 続 に ダ ブ ル ル ア ー 等 の ア ダ プ タ ー を 使 用 す る と こ な く 直 接 接 続 が 可
能 と な る た め 、 シ リ ン ジ 脱 落 の 危 険 性 や ア ダ プ タ ー 接 合 部 で の 薬 液 残 留 の 恐 れ が な く な り
、 よ り 確 実 な 投 与 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 特 に 三 方 活 栓 の 切 替 え 操 作 時 に お い て は 、 三 方 活 栓 の メ ス ル ア ー 部 と 薬 液 充 填 済 シ
リ ン ジ と の 接 続 が 補 強 さ れ た 状 態 に な っ て い る た め 、 切 替 え 操 作 中 ま た は 薬 液 投 与 時 の 離
脱 や 破 損 の 恐 れ が な く な り 安 心 し て 操 作 す る こ と が で き る 。 ま た 、 薬 液 充 填 済 シ リ ン ジ を
装 着 す る 際 、 貫 通 針 が ホ ル ダ に よ り 囲 ま れ た 状 態 と な っ て い る の で 、 針 刺 し 事 故 を 未 然 に
防 止 し 、 安 全 に 取 り 付 け 操 作 を 行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 口 径 の 大 き な 注 射 筒 挿 入 用 開 口 部 に 薬 液 充 填 済 シ リ ン ジ を 挿 入 嵌 合 さ せ る た め 、 装
着 が ス ム ー ス に 、 か つ 確 実 に 当 該 操 作 を 行 な う こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 本 発 明 ホ ル ダ の
少 な く と も 切 欠 開 口 部 お よ び 注 射 筒 挿 入 用 開 口 部 を シ ュ リ ン ク ラ ベ ル 等 で 予 め 封 止 す る こ
と で 、 投 与 時 の 薬 液 充 填 済 シ リ ン ジ 装 着 時 に 当 該 貫 通 針 に 不 用 意 に 触 れ る こ と を 防 止 す る
と と も に 、 衛 生 性 を 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ の 発 明 の 医 療 用 三 方 活 栓 で は 、 特 に 薬 液 が 放 射 性 医 薬 品 の 場 合 、 機 敏 な 操 作 に よ る 投 与
時 間 の 短 縮 と 視 認 性 向 上 に よ る 確 実 な 投 与 操 作 の 実 行 、 さ ら に は 脱 落 防 止 機 構 に よ る 薬 液
漏 洩 の 防 止 が 図 れ る こ と に よ り 、 放 射 線 被 曝 や 放 射 線 汚 染 の 防 止 を 計 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
以 下 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 示 す 図 面 と 共 に 本 発 明 を 更 に 説 明 す る 。
図 １ は こ の 発 明 の ホ ル ダ と 貫 通 針 を 有 す る 三 方 活 栓 を 示 す 斜 視 説 明 図 で あ る 。 ま た 、 図 ２
は ホ ル ダ と 貫 通 針 を 有 す る 三 方 活 栓 の 部 分 断 面 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
Ａ は ホ ル ダ お よ び 貫 通 針 を 有 す る 本 発 明 三 方 活 栓 で あ り 、 二 系 統 の 液 体 注 入 用 メ ス ル ア ー

10

20

30

40

50

(4) JP 2005-287681 A 2005.10.20



部 ２ ２ と 一 系 統 の 液 体 注 出 用 オ ス ル ア ー 部 ２ ３ を 有 し 、 さ ら に 当 該 液 体 注 入 用 メ ス ル ア ー
部 ２ ２ の 一 方 に 、 注 射 液 を 予 め 封 入 さ れ た ゴ ム 栓 付 き 薬 液 充 填 済 注 射 シ リ ン ジ ３ ０ の 先 端
ゴ ム 栓 ３ １ を 穿 刺 す る 貫 通 針 ２ １ と ホ ル ダ １ ０ を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
１ ０ は 一 端 に 底 壁 １ ０ ａ を 有 す る ホ ル ダ で 、 他 端 に 注 射 筒 挿 入 用 開 口 部 １ １ を 有 し て お り
、 内 部 に 薬 液 充 填 済 シ リ ン ジ ３ ０ を 嵌 挿 保 持 す る も の で あ る 。 こ こ で ホ ル ダ １ ０ は 貫 通 針
２ １ を 装 着 し た 三 方 活 栓 に 薬 液 充 填 済 シ リ ン ジ ３ ０ を 安 全 に 脱 着 す る た め 、 操 作 上 手 指 が
貫 通 針 ２ １ に 容 易 に 接 触 し な い よ う 貫 通 針 ２ １ よ り 同 等 も し く は 長 く 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
該 ホ ル ダ の 底 壁 １ ０ ａ は 貫 通 針 ２ １ を 装 着 し た 三 方 活 栓 の メ ス ル ア ー 鍔 部 ２ ０ ａ と 嵌 合 し
、 そ の 嵌 合 形 態 の 断 面 の 一 例 を 図 ２ に 示 す 。 薬 液 投 与 時 、 薬 液 充 填 済 シ リ ン ジ ３ ０ を ホ ル
ダ １ ０ に 挿 入 し 装 着 す る と 、 ホ ル ダ １ ０ 内 壁 と 薬 液 充 填 済 シ リ ン ジ ３ ０ 外 壁 と が 接 触 し 薬
液 充 填 済 シ リ ン ジ ３ ０ は 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
三 方 活 栓 と ホ ル ダ １ ０ と の 接 合 は 、 三 方 活 栓 の メ ス ル ア ー 鍔 部 ２ ０ ａ と 嵌 合 す る 形 状 を 備
え た ホ ル ダ １ ０ で 構 成 さ れ て い る の で 、 接 合 部 分 に お い て 軸 方 向 に 容 易 に 回 転 で き る こ と
が 図 中 よ り 分 か る 。 ま た 、 回 転 自 在 で あ れ ば 接 合 部 の 形 式 お よ び 嵌 合 方 式 等 そ の 如 何 を 問
わ な い 。 使 用 後 は 取 り 外 せ る よ う に 着 脱 で き る 機 構 と す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
１ ２ は 切 欠 開 口 部 で 、 ホ ル ダ １ ０ の 底 壁 １ ０ ａ 略 中 央 部 よ り 、 注 射 筒 挿 入 用 開 口 部 １ １ に
至 る 側 壁 １ ０ ｂ に 、 軸 方 向 に 沿 っ て 形 設 さ れ て い る 。 ま た 、 該 切 欠 開 口 部 １ ２ に よ り 、 当
該 ル ア ー 部 ２ ０ と 注 射 器 先 部 の 嵌 合 状 態 の 目 視 確 認 お よ び 当 該 部 分 で の 薬 液 漏 れ の 有 無 の
目 視 確 認 も 可 能 と な る の で 、 安 全 に 投 与 操 作 を 行 な う こ と が で き る 。 更 に 、 放 射 性 物 質 を
含 む 薬 液 の 場 合 、 一 般 に 側 壁 に 鉛 ガ ラ ス 窓 部 が 突 設 さ れ た 放 射 性 遮 蔽 筒 に 注 射 器 を 挿 入 し
て 投 与 す る が 、 当 該 切 欠 開 口 部 １ ２ に よ り 、 注 射 器 を 放 射 線 遮 蔽 筒 に 挿 入 し た 状 態 の ま ま
、 支 障 な く ホ ル ダ １ ０ に 装 着 し 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
切 欠 開 口 部 １ ２ の 開 口 巾 は 、 前 記 放 射 線 遮 蔽 筒 の 基 部 が 投 入 し 得 る 巾 で あ れ ば 、 目 視 確 認
に 要 す る 巾 や 、 鉛 ガ ラ ス 窓 部 の 巾 を 考 慮 し て 適 宜 選 択 す る こ と が で き 、 貫 通 針 ２ １ に お け
る 手 指 の 針 刺 し 事 故 や 投 与 操 作 ま で の 細 菌 汚 染 等 を 効 果 的 に 防 止 す る こ と を 勘 案 す る と 、
手 指 が 貫 通 針 に 不 用 意 に 触 れ る 恐 れ が な い 程 度 の 巾 が 好 ま し い 。 さ ら に 、 ホ ル ダ １ ０ あ る
い は 注 射 筒 挿 入 用 開 口 部 １ １ お よ び 該 切 欠 開 口 部 １ ２ を シ ュ リ ン ク ラ ベ ル 等 で 封 止 し て も
よ い 。 薬 液 充 填 済 シ リ ン ジ を 装 着 す る 時 に 初 め て 該 シ ュ リ ン ク ラ ベ ル を 開 封 す る こ と で 、
貫 通 針 ２ １ が 雑 菌 に よ り 汚 染 す る こ と を 未 然 に 防 ぐ こ と が で き 、 衛 生 上 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
次 に 、 上 記 の 実 施 の 形 態 に 係 る 医 療 用 三 方 活 栓 の 使 用 方 法 を 説 明 す る 。
図 ３ は 本 発 明 の 使 用 方 法 の 一 例 を 示 す 概 念 図 で あ る 。 図 １ 乃 至 ３ を 参 照 す る と ホ ル ダ と 貫
通 針 と を 有 す る 三 方 活 栓 は 例 え ば 次 の よ う に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
（ １ ） 三 方 活 栓 Ａ の オ ス ル ア ー 部 ２ ３ に チ ュ ー ブ １ ０ ０ を 接 続 し 、 そ の 先 端 に 翼 状 針 １ ０
１ 又 は 留 置 針 を 接 続 す る 。 次 に 、 貫 通 針 を 有 し て い な い メ ス ル ア ー 部 ２ ２ に 生 理 食 塩 液 を
充 填 し た シ リ ン ジ １ ０ ２ を 接 続 す る 。
（ ２ ） 生 理 食 塩 液 充 填 シ リ ン ジ １ ０ ２ 内 の 生 理 食 塩 液 で 、 貫 通 針 を 有 し て い な い メ ス ル ア
ー 部 ２ ２ か ら 翼 状 針 １ ０ １ 又 は 留 置 針 ま で の 経 路 内 を 満 た す 。
（ ３ ） 翼 状 針 １ ０ １ 又 は 留 置 針 を 被 投 与 者 に 穿 刺 す る 。
（ ４ ） ホ ル ダ １ ０ あ る い は 注 射 筒 挿 入 用 開 口 部 １ １ お よ び 切 欠 開 口 部 １ ２ を 封 印 し て い る
シ ュ リ ン ク ラ ベ ル を 外 し 、 放 射 性 薬 液 充 填 済 シ リ ン ジ １ ０ ３ を ホ ル ダ に 沿 っ て 挿 入 し 、 先
端 ゴ ム 栓 ３ １ に 貫 通 針 ２ １ を 穿 刺 さ せ る 。
（ ５ ） 術 者 の 見 え や す い 位 置 に ホ ル ダ を 回 転 さ せ る 。
（ ６ ） 翼 状 針 １ ０ １ 又 は 留 置 針 と 放 射 性 薬 液 充 填 済 シ リ ン ジ １ ０ ３ と が 開 通 す る よ う 、 三
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方 活 栓 Ａ の 流 路 を 変 更 し 、 薬 液 を 投 与 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 貫 通 針 と ホ ル ダ と を 有 す る 三 方 活 栓 を 示 す 斜 視 説 明 図
【 図 ２ 】 本 発 明 貫 通 針 と ホ ル ダ と を 有 す る 三 方 活 栓 の 使 用 状 態 を 示 す 部 分 断 面 説 明 図
【 図 ３ 】 本 発 明 貫 通 針 と ホ ル ダ と を 有 す る 三 方 活 栓 の 実 施 の 形 態 を 示 す 斜 視 説 明 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
Ａ ： 貫 通 針 と ホ ル ダ と を 有 す る 三 方 活 栓
１ ０ ： ホ ル ダ
１ ０ ａ ： 底 壁
１ ０ ｂ ： 側 壁
１ １ ： 注 射 筒 挿 入 用 開 口 部
１ ２ ： 切 欠 開 口 部
２ ０ ： ル ア ー 部
２ ０ ａ ： メ ス ル ア ー 鍔 部
２ １ ： 貫 通 針
２ ２ ： 液 体 注 入 口 メ ス ル ア ー 部
２ ３ ： 液 体 注 出 口 オ ス ル ア ー 部
３ ０ ： 薬 液 充 填 済 シ リ ン ジ
３ １ ： 先 端 ゴ ム 栓
１ ０ ０ ： チ ュ ー ブ
１ ０ １ ： 翼 状 針
１ ０ ２ ： 生 理 食 塩 液 充 填 シ リ ン ジ
１ ０ ２ ａ ： プ ラ ン ジ ャ ー ロ ッ ド
１ ０ ３ ： 放 射 性 薬 液 充 填 済 シ リ ン ジ
１ ０ ３ ａ ： プ ラ ン ジ ャ ー ロ ッ ド
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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